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令和４年１月～１２月の１年間にお支払いした「配分金支払証明書」を同封していま 

す。所得税や市県民税の確定申告にご利用ください。 

（センターが令和４年中の１年間に、既にお支払いした配分金の合計額です。） 

 

 

全国的に自転車利用者が加害者となる高額賠償事例が発生しています。 

このような、自転車を取り巻く状況の変化に対応するため、条例が改正され、令和 

２年４月１日から「福岡県自転車の安全で適正な利用の促進及び活用の推進に関す 

る条例」が施行されました。 

これにより、福岡県では、令和２年１０月１日より、自転車利用者等の損害賠償責任 

保険への加入が義務化されました。自動車保険や火災保険等の日常生活での賠償 

責任保険等に特約で付帯したものもありますので、ご確認いただき、入ってなけれ 

ば、必ず自転車保険に加入しましょう。 

 

 

道路交通法の一部改正により、今までは「児童（幼児）を保護する責 

任のある者は、児童（幼児）を自転車に乗車させるときは、当該児童 

（幼児）に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならな 

い。」とされていましたが、令和５年４月から、すべての自転車利用 

者に乗車用ヘルメットの着用が努力義務化されます。 

 

～（裏面もあります）～ 

    

 

   日  時    令和５年２月１７日（金） ９：３０受付 １０：００開始 

   場  所    いきいきプラザ ３F 栄養指導室 

   参加費    ２００円 

   申込締切   令和５年２月１０日（金） 

   持ってくるもの  エプロン・三角巾（マスクの着用は必須） 

※ 献立は未定です。 

また、第１回同様、新型コロナウイルスの影響で会食せずに持ち 

帰る形で行う予定です。 

参加を希望される方は、センター事務局 

      ０９２－５９６－１８２６ までご連絡ください。 

     （定員 １５～２０名 になりましたら締め切らせていただきます。） 

男性会員さんも大歓迎です。奮ってご参加ください。 

事務局 NEWS 
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ウ 命を守るヘルメットを着用しましょう 



オ 募集します （応募多数の場合は、まず未就業者の方を優先します） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

～（表面もあります）～ 

№ 業態 業 務 就 業 地 就 業 日 時 間 人 数 備 考 

１ 派遣 住宅展示場管理・運営補助 原町 
火～日・祝日の内１～２日 

(月曜日と第３火曜日は休館日) 
8:45～17:30 １名 

７時間４５分 建築士・福

祉住環境コーディネーター 

２ 派遣 
送迎業務 

(運動リハビリデイサービス) 
大野城市錦町 月～金 

① 7:30～ 9:40 

②11:00～13:10 

③16:00～18:10 

１名 
シフト制・①～③のうち 1つ

か２つ 

３ 派遣 児童支援補助 白水池 月・火・水（週２～３日） 13:00～17:00 １名 
保育士・幼稚園教諭または

小学校教諭の有資格者 

４ 派遣 保育補助 春日 月～金（～3/31） 14:05～18:05 １名 
幼稚園教諭の有資格者 

(資格なしでも可) 

５ 派遣 介護補助 那珂川市道善 
日～土 

（週３日・３～４時間程度） 
7:30～18:00 １名 車通勤可・交通費あり 

６ 派遣 介護補助 弥生 月～金 
8:00～12:00 

13:00～17:00 
１名 入浴介助あり 

７ 請負 剪定・草刈作業 市内 月～金 8:00～作業終了迄 若干名  

８ 請負 マンション清掃 大和町 土 9:00～16:00 １名 トイレ清掃を含む 

事務局から … 

先月の、この「事務局から …」において、「2022年は、傷害・賠償事故とも、非常に多い年でした。2023年は、事故のない、良い年にした

いものです。会員のみなさまのご協力をお願いいたします。」と載せたところでしたが、１月に入って半月ほどで、すでに３件の事故が発生し

ました。 

うち２件は車両事故で、１件はセンター車両のサイドミラーを破損する事故、もう１件は信号停車中の相手車両にセンター車両を接触させる

という事故、どちらも不注意によるもので、注意して運転していれば、十分防ぐことのできた事故でした。 

もう１件は傷害事故で、作業中に転落して、背骨を骨折したため、手術が必要となり何カ月もの入院になるほどの重篤な事故でした。 

新年にあたって、会員の皆様におかれましては今一度気を引き締めて、「事故にあわない。事故を起こさない。」という心構えで、就業してい 

ただきたいと思います。 


